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第１章 伊豆半島と狩野川の成り立ち

狩野川の成り立ち伊豆半島の成り立ち
伊豆半島の歴史は、約2,000万年前にさかのぼりま

す。当時の伊豆は、南洋に浮かぶ火山島（一部は海底

火山）でした。その後、フィリピン海プレートの北上

の動きに合わせて、日本の本州に接近、衝突。現在の

半島の形になりました。

衝突後、約20万年前までは、半島のあちらこちら

で噴火が続きます。また、天城山や達磨山といった伊

豆の大型火山が誕生し、現在の伊豆半島の骨格を形づ

くりました。

天城山系と狩野川流域

海から流れ込む湿った空

気は、天城の山々にぶつかって、多量の雨となって狩野川流域に降り注ぎました。洪水の

たびに河岸を侵食して流出する士砂は、平地部に堆積しました。こうして侵食が何万年も

の間に繰り返されて、狩野川流域が形成されました。
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狩野川は、伊豆半島中央部の伊豆市の天城山系にそ

の源を発し、大小の支川を合わせながら北流し、田方

平野に出て伊豆の国市古奈で狩野川放水路を分派した

後、箱根山等を源とする来光川、大場川等を合わせ、

さらに、沼津市で富士山麓より南下する最大の支川黄

瀬川を合流し、そこから西へ転じ、駿河湾に注ぐ流路

延長46km、流域面積852km2の一級河川です。

狩野川の水源地天城山系は雨の多い地域で、年間降

水量はおよそ３,000mmです。流量の豊富なその水は

清流として知られ、伊豆市では、ワサビ栽培が盛んで

す。また、鮎の宝庫で友釣りの発祥地とも呼ばれてい

ます。

第２章 狩野川の概要

温泉につかり、
天と地の恵みに感謝する

伊豆半島は日本でも有数の多雨地帯

であり、雨水を地下で温めるための裂

け目や断層をもつ古い火山がたくさん

あるために温泉が豊富に出ます。

修善寺温泉、伊豆長岡温泉など、狩

野川沿いには伝統ある温泉地が広がっ

ており、多くの温泉が昔から地元の

人々や湯治客に利用され、現在では多

くの観光客が訪れる観光地となってい

ます。
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第３章 狩野川の水害史

狩野川台風
昭和33年９月21日グアム島東方洋上に台風22号が発

生し、その後発達しながら北上、中心気圧880ヘクトパ

スカル、中心付近の最大風速75メートルと、戦後最大

級の大型台風となりました。

その後、中心気圧940ヘクトパスカル、中心付近最大

風速70メートルと強い勢力を保ったまま伊豆半島南部

付近を通過しました。

この台風の特徴は、およそ15時間余の時間で700ミ

リ以上の豪雨となったことです。このため、多数の土

砂崩れが発生し、土石流などとなって上流域に多大な

被害を与え、また、中下流域ではいたる所で堤防が決

壊、氾濫し、田方平野は大災害を被りました。

この台風の災害は、静岡県伊豆地域に集中し、また、

夜間であったため、人的被害は大きく、狩野川流域だ

けで一夜にして死者・行方不明者853人、堤防の決壊14  

カ所、被害家屋6,775戸となり、我が国有数の大災害と

なりました。被害額も土木・農業施設・林業など当時

の金額で合計160億円にも達しました。

様々な恩恵を私たちに与えてくれる狩野川は、永い歴史の中、洪水氾濫を繰り返し、

沿川の人々の生命と生活を脅かす存在でもありました。古くは二千年前、弥生時代の洪水

によって押し流された村里の痕跡が、流域各地に残っています。その後、源頼朝が1180  

年に挙兵した時に、洪水のため東国武士の集結に手間取ったという記録があります。江戸

時代には、記録に残る大きな規模のものだけでも40回。明治には42回。大正には20回と、

ほぼ１年に１回は大きな洪水に襲われていた事になります。

これは、狩野川の水源地天城山系の年間降水量

がおよそ3,000㎜で、その雨が狩野川に流れ込むこ

とに加え、下流部まで大きく蛇行しながら流れてい

ることが原因として挙げられます。さらに、各支川

群からの流入量が加わり、水量が増すことで、洪水

を引き起こしてきたのです。
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第４章 狩野川放水路の建設

狩野川放水路建設の契機
「アイオン台風」

狩野川の治水事業は、昔から洪水に悩まさ
れて来た流域の住民にとって、切実な願いで
した。江戸時代には、下流部に簡単な土堤が
造られるようになりましたが、洪水のたびに
決壊し、韮山代官の江川太郎左衛門の指揮に
よって修理したという記録が残っています。
その後、明治、大正の間、たびたび放水路開
削を中心とした狩野川改修促進運動が盛り上
がり、昭和２ 年からは国の直轄河川事業が
始められました。

狩野川放水路は、昭和23 年の「アイオン
台風」での大出水を契機としてようやく計画
が具体化し、昭和26 年に工事が着工されま
した。しかし、その間、用地問題など解決す
べき懸案が多く、工事の進捗は思わしくあり
ませんでした。

昭和40年7月放水路完成

昭和35年に策定された治水事業五箇年計画で放水

路工事が重点施策のひとつになりました。また、ト

ンネルが３本に増やされた工事にも一段と拍車がか

かり、昭和40年７月、15年の歳月を経て、ついに狩

野川放水路は完成しました。

狩野川台風による計画見直し

放水路の建設は、墹之上開水路、中央開水
路、口野開水路の順に進められ、昭和32年に
はトンネル工事が着工されましたが、翌年の
昭和33 年９ 月の狩野川台風により、狩野川
は氾濫し、静岡県東部地域は未曾有の大水害
に見舞われました。

狩野川台風による悲惨な様子を目のあたり
にした地元韮山町出身の国会議員久保田豊ら
は、国に援助と放水路計画の見直しを訴え、
復興のために尽力しました。

●工事諸元
・工事期間 15年間
・土・岩掘削 2,511,000㎥
・セメント 60,000t
・砂・砂利 287,000㎥
・出役人数 90万人
・総費用 およそ66億円（昭和40年当時）

※現在の価値で約1000億円

狩野川台風による計画変更後、工事は急ピッチで進められました。また、地盤がやわらか
く、掘削工事での崩落やトンネル工事での岩盤崩落などが発生し、完成までに９名が殉職
しました。
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第５章 狩野川放水路の概要

放水路の概要
放水路は、伊豆の国市の墹之上から狩野川を分流し、

珍野、長塚を経て沼津市口野から江の浦湾にいたる、約３

kmの人工水路です。途中、長岡トンネル、口野トンネル

の２つのトンネルがあり、トンネル総延長が全体の約３分

の１を占めています。

放水路は、氾濫しやすい、田方平野の上流部に造られ

ました。また、狩野川の中流域のなかで最も海に近い事も、

この位置が選ばれた大きな理由です。

放水路は、通常、分流堰のゲートが閉められ通水して

いませんが、ゲートを開門することにより、狩野川本川の

洪水流（計画流量4,000m³/秒）を、中流域で最大

2,000m³/秒分流し、江の浦湾に放流することができます。

これにより、豪雨による増水が一気に下流まで押し寄せな

いようになりました。

放水路の管理
水路内の状況は、定期的なパトロールや監視カメラ等で

リアルタイムに把握しています。

沼津河川国道事務所では、災害が発生する恐れのある場

合、まず「災害対策支部」を設置して情報収集や調査、関

係機関との連絡を行い、次に情報分析や放水路分流地点の

水位予測をした上で、ゲート開閉の決定をします。ゲート

操作は狩野川放水路管理所（伊豆長岡出張所）にて行い、

放流にあたっては関係機関への事前連絡やサイレンによる

周辺住民への警戒を呼びかけています。
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第６章 狩野川放水路の効果

令和元年東日本台風の概要
令和元年10月6日に南鳥島近海で発生後まもな
く急速に発達し、猛烈な勢力の台風となりま
した。進路を北よりに変えた後も10日18時まで
勢力を保ち、12日19時前には中心気圧 955hPa
、最大風速40m/秒という強い勢力で伊豆半島
南部に上陸した後、関東地方を通過し、13日
未明に東北地方の東海上に抜けました。

令和元年東日本台風時の狩野川流域における雨量・水位の状況

狩野川放水路完成～現在までの分流回数

狩野川本川の最上流、天城山系に位置する湯ヶ島雨量観測所（静岡県伊豆市）は、11日
11時から12日22時までに総雨量778mmを観測しました。
また、狩野川本川の徳倉水位観測所（静岡県駿東郡清水町）では氾濫危険水位を超過し、
計画高水位近くまで達しました。

狩野川放水路＝
川のバイパス!!

昭和40年7月の完成後、狩野川放水路の分流は令和6年3月末までに136回あり、1年
あたり約2.3回となっています。

狩野川放水路への分流により、狩野川下流域の水位

を低下させることができ、氾濫を防いでいます！
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等雨量線図

総雨量（mm）

狩野川放水路の効果により治水安全度が向上しています

近年、狩野川の水位が最も上昇した、「令和元年東日本台風」では、狩野川 
放水路により、下流の徳倉水位観測所付近の水位が約1.85m低下しました。

※出典：沼津河川国道事務所 令和元年東日本台風の評価

出水状況（支川）

※出典：沼津河川国道事務所 令和元年東日本台風の評価

約1600m3約1600m3

約2600m3

※出典：令和元年台風１９号による狩野川の出水状況について【速報】
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近年、局地的大雨や集中豪雨が増加しています

世界の地上気温は年々上昇しています。時間雨量５０ミリを超える短時間強雨の発生件
数が増加し、約３０年前の約１．４倍となっています。

気候変動と降雨量等に与える影響

第７章 激甚化する自然災害と水災害対策
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令和元年10月に「気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言」が示されました。

気候変動の影響によって降雨量が増加することに伴い、河川の流量や洪水発生頻度が増加
することが想定されます。

近年降水量の増加によって毎年のように洪水・氾濫による甚大な被害が
発生しています。

狩野川においても、令和元年東日本台風によって、昭和33年に甚大な被
害となった狩野川台風よりも多くの雨をもたらしました。 

狩野川本川からの氾濫は発生せず、人的被害はゼロでしたが、内水氾濫
により浸水家屋約1,250戸の浸水被害が発生しました。

浸水被害の多くは、低平地が広がり河床勾配が小さくなる狩野川中流域
にて発生しました。

狩野川では気候変動後においても安全度を確保できるよう基本方針の変更を行いま

した。増加した流量を安全に下流へ流すための対策として、放水路の分派量を2000 
m3/sから3400 m3/sに変更し、遊水地による洪水調節流量100 m3/sを追加しました。

河川及び流域の関係者が一体となって治水対策を進めていきます。

※出典：沼津河川国道事務所 狩野川水系河川整備基本方針の変更について＜説明資料＞

※出典：国土交通省 気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言

沼津市

三島市

函南町 伊豆の国市

浸水箇所

浸水面積(ha) 約850ha

浸水戸数 約1,250戸
・床上浸水戸数：623戸
・床下浸水戸数：627戸

※出典：沼津河川国道事務所 狩野川水系河川整備基本方針の変更について＜説明資料＞

※出典：国土交通省 【参考資料】気候変動を踏まえた治水計画のあり方（改訂）



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

○気候変動を踏まえた
整備計画への見直し

○溢れることも考慮した減災対策の推進

 立地適正化計画制度における防災指
針の作成

（沼津市、三島市、伊豆の国市、函南
町、伊豆市、長泉町、御殿場市、裾野市）

○流域対策の目標を定め、役割
分担に基づく流域対策の推進
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狩野川堤防整備（国土交通省)

○既存ストックの徹底活用

田んぼダム調整板設置（三島市) ため池の事前放流(伊豆の国市)

都市機能誘導区域や居住
誘導区域の設定（清水町）

要配慮者施設での避難訓練実施（裾野市）

○役割分担に基づく地域対策の推進

ワークショップによる
マイ・タイムライン普及の推進(清水町)

流域全体のあらゆる関係者が協働して進める治水対策
令和元年東日本台風（台風第19号）では、全国各地で戦後最大を超える洪水により甚

大な被害が発生しました。狩野川流域においても、流域の特徴を踏まえつつ、流域全体の

あらゆる関係者が協働して事前に防災対策を進める必要があります。

狩野川水系では、流域治水を計画的に推進するため「狩野川水系流域治水協議会」を

設立し、国、県、市町等が連携して社会経済被害の最小化を目指します。

流域治水とは？

「流域治水」とは、気候変動の

影響による水災害の激甚化・頻

発化等を踏まえ、流域に関わる

全ての人々が協働して取り組む

治水対策です。河川整備だけで

なく、流域に関わるあらゆる関

係者ができる限りの治水対策を

行うことで被害を軽減しようと

いう取り組みです。

氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす

ための対策

被害対象を減少

させるための対策

被害の軽減、早期の

復旧・復興のための

対策

流域治水対策の3つの柱
｢氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策｣、｢被害対象を減少させるための対策｣、

｢被害の軽減、早期の復旧・復興のための施策｣の3つの対策を柱に、あらゆる関係者が流

域治水プロジェクトを進めています。

※出典：国土交通省 気候変動を踏まえた水害対策のあり方について 答申



第８章 水害・土砂災害に備え
わたしたちができること

平常時の備え
いざという時、急いで避難しなければならない時には、あまり多くのものを持ち出す

余裕はありません。すぐに避難ができるようあらかじめ何が必要なのかを考えて、非常持

ち出し品を準備しておきましょう。日頃からハザードマップを確認し、どの道を通ってど

こに避難するかを前もって決めておきましょう。

狩野川流域で大規模な⾵水害が発生した時に備え、様々な防災訓練が行われていま

す。いざという時に慌てないよう、積極的に地域の防災訓練に参加しましょう。

大雨時の対応

大雨の時には、テレビ、ラジオ、携帯電話からのメール、パソコン等から天気予報、

川の水位、避難指示等の情報を入手しましょう。把握した状況をもとに、早めに、安全な

場所に、安全な方法・経路での避難を心がけましょう。

ハザードマップの確認

日頃から避難場所
や避難の時に通る
道を確認しましょ
う。

防災訓練への参加

防災訓練に参加し
て、いざという時
に備えましょう。

情報の入手

テレビ、ラジオ、
携帯電話、パソ
コン等から情報
を入手し状況を
把握しましょう。

早めの避難
早めに、安全な場所に、
安全な避難を心がけま
しょう。

狩野川台風の被災経験を次世代につなぐ

狩野川台風の記憶をつなぐ会

昭和33年9月26日、大切な何もかもを一瞬で失ってし

まった悪夢の一日。狩野川流域に未曾有の被害をもたら

した狩野川台風の記憶を風化させることなく未来へ語り

伝え、次世代へと引き継ぎ、防災意識の向上に資するこ

と、そしてあの悲劇を繰り返さないことがわたしたちに

求められています。

そのため「狩野川台風の記憶をつなぐ会」を平成26

年9月29日設立しました。当時の貴重な記録を集めると

ともに、被害の大きさや恐ろしさを学び、被災者の体験

を若い世代へと伝える様々な取り組みを行っています。

学ぶ

学校関係者

との連携

伝える

教訓の伝承

集める

記憶の収集

「狩野川台風の記憶をつなぐ会」
の活動テーマ

持ち出し品の準備

避難する時に何が必要かを考えて準備を
しましょう。

救急セット

常備薬

衣類 下着

トイレット
ペーパー

ティッシュ

石けん 軍手

育児
用品 携帯ラジオ

電池

水 非常食 貴重品

タオル

懐中電灯

携帯ナイフ
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狩野川資料館は、狩野川台風の記憶

を伝える写真や印刷物、映像等を保管し

ています。また、狩野川台風に関するビ

デオ上映・展示パネル等の見学や語り部

によるお話し会なども実施しています。
資料館見学

狩野川資料館

資料館の蔵書

防災・河川環境教育

自然災害に関する心構えと知識を備え、主体的に危険を

回避する判断力を備えた児童・生徒を育成するため、狩野

川防災・河川環境教育が行われています。身近な地域の情

報を盛り込んだ独自教材を学校教師、教育委員会、自治体

の防災部局、気象台、沼津河川国道事務所が共同で作成し

、その教材をプロの教師が授業で活用しています。

「防災・河川環境教育」の授業 授業で使用した教材

シンポジウム開催

狩野川台風の発生及び狩野川放

水路完成の節目となる年に、あの

悲劇を二度と繰り返さないよう、

教訓を伝承することを目的として

シンポジウムを開催しています。

狩野川台風６０周年シンポジウム

集める

伝える学ぶ
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